
「算数・数学ステップ・アップ５」実践例 

 

 

＜テーマ＞明確な学習課題を設定し，教材・教具を工夫することで，数学的な関心を高める取組 

（大和町立大和中学校） 

（１）既習事項や身近な例を利用することで，生徒の学習意欲を喚起する課題を設定する。 

（２）導入の場面で課題に対する数学的な関心を高めるために，写真や映像，デジタル教科書による資料を提示

したり，展開の場面で課題に対する考えをイメージしやすくなるシミュレーションや動画を用いたりし

て，数学的な見方や考え方につなげる。 

（３）振り返りシートを用いて，本時の課題に対しての理解が十分であったか確認をさせ，次時への意欲付けを

行う。 

 

＜実践例＞１年 比例と反比例の利用 

『身の回りの問題を，比例のグラフを利用して解決しよう』 

 校庭 200mトラックで，Kさんと Jさんが競争をします。 

同じ場所から同時にスタートしました。グラフは，Kさん 

がスタートしてからの時間と道のりの関係を表したもので 

す。Jさんは 50m地点を 6.5 秒後に通過しました。それぞ 

れの走る速さを一定とする時，Jさんは Kさんより何秒早 

くゴールしたでしょう。 

 

＜生徒の反応＞ 

 ・校庭のトラックで学年の先生が走る姿を見て，イメージ 

   できていた。 

・比例の関係を使ってグラフを使えば簡単に求めることが 

できることに気付いた。 

 ・学習してきた比例の関係を使って計算した。 

 

＜振り返りカードの活用＞ 

  ・『課題』と『まとめ』は必ず板書をし，生徒 

はノートに書くことにしている。さらに，生 

徒はそれらを振り返りカードに，『授業のね 

らい』と『授業のポイント』として，生徒自 

身が自分で分かるように記入している。また， 

  『反省・感想』を書くことで，本時の学習を自 

分のものにし，「分かった」「できた」とい気 

持ちを大切にしながら，その後の学習への意 

欲につなげられるようにしている。 

 

 

 

「といてみたい」「考えてみたい」～意欲を高める学習課題の提示 １ 

 

 


